
万国の労働者階級さ被椰麗民族は団織ぜよ。
ノ

腑 増洒
瞑
写

翻写
瘍

莉

躙輻 礁饒珀2崚

自衛隊沖縄派兵実力阻上
3天皇訪沖阻止/全国言寸議資料

0武装せる沖縄―「本土」労働者人民の団結で日本軍沖縄上陸
。天皇

訪沖を挟撃 し、粉砕せよ !

● 警察テロルの嵐に抗 し、連合赤軍の革命意志をひき継ぎ、勝

利への道を進撃せよ !

、  ○ 学費闘争報告
○ 三里塚現闘アピール

レーニン研究会政治機関誌
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